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 令和元年１０月２６日（土）に、森林総合研究所林木育種センターの一般公開である「第

２４回親
しん

林
りん

の集い」が開催され、森林研究・整備機構の一員である森林総合研究所、森林

保険センターとともに森林整備センターもイベントに出展しました。 

  

このイベントは、「林木育種への理解を深めていただくとともに、地域との交流を図る

こと」を目的として毎年開催されています。 

  

森林整備センターは、例年このイベントに出展して地域の皆さまに「水源林造成事業」

の意義や森林の持つ公益的機能等をＰＲしています。  

今年は、水源林造成事業の紹介パネルの展示・説明のほか、どなたでも参加していただ

ける、間伐材を利用したうちわの絵付けを行い、ご家族連れや子どもたちなど多くの参加

者に楽しんでいただきました。 

特に、うちわの絵付けが好評で、用意した３００枚のうちわは全てなくなりました。 

 

漢字当てクイズも、幅広い年代の方に興味を持って参加していただき、就学前と思われ

る子供さんがチャレンジしている姿もかわいらしい限りでした。 

 

 爽やかな秋晴れのもと、大勢の方にご参加いただき、このイベント並びに林木育種セン

ターが地元の皆さまに溶け込んでいることが実感でき、有意義な時間となりました。 

  

今後も関係機関と連携し、森林研究・整備機構および森林整備センターの事業を知って

いただけるよう努めていきたいと思います。 

 

 

日 時：令和元年１０月２６日（土） 

場 所：国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所 林木育種センター（茨城県日立市） 

主 催：国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所 林木育種センター 



 

 

 

 

 

 

 

【 出展内容 】 

・業務紹介映像 ・森林の調査道具（反射鏡式実体鏡）の展示 

・水源林造成事業等の紹介（パネル展示）  

・事業の概要、水源林造成事業（パンフレット）の配布           

・間伐材を利用したうちわの絵付け  ･漢字当てクイズ 

間伐材を利用したうちわの絵付け 

漢字当てクイズ 


